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議 事 録 （要 旨）

会議の名称 平成３０年度第６回国民健康保険運営協議会

開 催 日 時
平成３１年２月５日（火）

午後１時３０分 開会 ・ 午後３時２５分 閉会

開 催 場 所 総合保健センター ３階研修室・会議室

議長（委員

長・会長）

氏名

会 長 中村 文明

出席者（委

員）氏名

（人数）

副会長 市村 博子 委 員 新井 正司

委 員 宮岡 寛 委 員 宇津木 二郎

委 員 島崎 賢一 委 員 田中 國廣

委 員 藤田 龍一 委 員 増田 俊和

委 員 小室 万里 委 員 小川 俊夫

委 員 天野 勉 委 員 長田 雅基

委 員 小高 浩行 委 員 栗原 瑞治

委 員 柴田 潤一郎 委 員 宮本 將彦

委 員 小山 和彦

１７人

欠席者（委

員）氏名

（人数）

委 員 岩澤 美子 委 員 得丸 幸夫

委 員 牛窪 多喜男

３人

議事録署名

人
委 員 宇津木 二郎 委 員 宮本 將彦

事務局職員

職 氏 名

保健医療部部長 野口 昭彦

財政部副部長兼収税課課長 佐藤 敦弘

収税課副課長 松本 裕樹

保健医療部副部長兼国民健康保険課課長 松本 清一

国民健康保険課副課長 今井 真人

国民健康保険課主幹 長澤 透

国民健康保険課主幹 佐藤 尚美

国民健康保険課副主幹 長澤 亨

国民健康保険課副主幹 江森 淳之
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会議次第

１ 開会

２ 委嘱書交付

３ 挨拶

４ 議題

⑴ 会長の選出について

⑵ 副会長の選出について

⑶ 平成３１年度川越市国民健康保険事業特別会計予算（案）

ついて

⑷ 平成３０年度川越市国民健康保険赤字解消・削減計画の

進捗状況について

⑸ 平成３０年度第２期データヘルス計画の進捗状況につい

て

５ 報告

⑴ 国民健康保険税条例改正の結果について

⑵ 平成３１年度税制改正について

⑶ その他

６ 閉会

配布資料

１ 第６回国民健康保険運営協議会次第

２ 川越市国民健康保険運営協議会委員名簿

３ 資料１－１ 平成３１年度国民健康保険事業特別会計予算

（案）（歳入）

４ 資料１－２ 平成３１年度国民健康保険事業特別会計予算

（案）（歳出）

５ 資料１－３ 総括（歳入）国民健康保険事業特別会計 款

別歳入額の推移

６ 資料１－４ 総括（歳出）国民健康保険事業特別会計 款

別歳出額の推移

７ 資料１－５ 総括（歳入）被保険者一人当たり 国民健康

保険事業特別会計 款別一人当たり歳入額の推移

８ 資料１－６ 総括（歳出）被保険者一人当たり 国民健康

保険事業特別会計 款別一人当たり歳出額の推移

９ 資料１－７ 国民健康保険事業特別会計 一般会計繰入金

の推移

10 資料２ 川越市赤字解消・削減計画進行管理表【平成３０

年度】（１２月末日現在）

11 資料３ 平成３０年度第２期データヘルス計画進捗状況

12 資料４ 国民健康保険税条例改正の結果について

13 資料５ 国民健康保険税の旧被扶養者減免の減免期間の見

直しについて

14 資料６ 平成３１年度税制改正の大綱（抜粋）

15 資料７ 平成３１年度川越市国民健康保険運営協議会スケ

ジュール（予定）
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議 事 の 経 過

発 言 者 議題・発言内容・決定事項

臨時議長

各委員

臨時議長

委員

臨時議長

１ 開 会

○会議資料の確認

２ 委嘱書交付

○市長から各委員に委嘱書を手交

３ 挨 拶

○市長から挨拶

４ 議 題

○臨時議長の選出

年長委員である宮岡委員を臨時議長に選出。

○傍聴希望者の確認（なし）

○欠席委員報告

⑴ 会長の選出について

正副会長は、国民健康保険法施行令第 5条及び川越市国民健康保
険に関する規則第 3条の規定により、公益を代表する委員のうちか
ら選挙することになっております。

選挙は、公益を代表する委員で協議し、指名推選をしていただく

ということで、いかがですか。

～各委員が賛同～

～休憩～

○公益を代表する委員が別室協議

～再開～

○会長選挙

御協議いただきました指名推選について、御発言をお願いいたし

ます。

国民健康保険運営協議会の委員としても、市議会議員としても経験

豊富な中村委員を会長に推薦します。

委員より中村委員を本会会長に推薦する旨の発言がありました

が、中村委員を会長に選出することに、御異議はございませんか。
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議 事 の 経 過

発 言 者 議題・発言内容・決定事項

各委員

会長

各委員

会長

委員

会長

各委員

委員

事務局

～各委員が賛同～

○中村会長就任の挨拶

⑵ 副会長の選出について

○副会長選挙

選挙の方法につきましては、慣例により指名推選の方法で行ってお

りますが、今回も同様に指名推選の方法によることでよろしいです

か。

～各委員が賛同～

指名推選について、御発言はございますか。

副会長には前回も副会長を務めていただいた市村委員を推薦した

いと思います。

委員より市村委員を副会長に推薦する旨の発言がありましたが、

市村委員を副会長に選出することに御異議はございませんか。

～各委員が賛同～

○市村副会長就任の挨拶

○議事録署名委員指名（宇津木委員、宮本委員）

⑶ 平成３１年度川越市国民健康保険事業特別会計予算（案）につい

て

○事務局から資料に基づき説明

○質疑

説明の中に、被保険者の減少とありましたが、大きな理由はどう

いったものですか。

被保険者減少の理由は、就職氷河期だった世代の方々が無年金に

なってしまうといけないということで、国が平成２８年から被用者
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議 事 の 経 過

発 言 者 議題・発言内容・決定事項

事務局

委員

事務局

委員

保険加入拡大を促進しておることにあります。その被用者保険に加

入する方が多くなっていること、高齢化を向えているということで、

後期高齢者医療に移行する方が増えていることの２点が主な理由と

考えております。

⑷ 平成３０年度川越市国民健康保険赤字解消・削減計画の進捗状況

について

○事務局から資料に基づき説明

○質疑

この赤字解消計画の管理表は、埼玉県全体で川越市のものが一番良

くできていると思います。

先日、埼玉県の国保運営協議会がありまして、赤字解消計画の議論

が保険税率ばかりが先行して、本来やるべき医療費適正化や収納率

の話がなされていないことを指摘しました。

県は、市によって差があるが、きちんとできているところもあると

言っていましたが、それは川越市のことだと思います。これからも、

この中身について、しっかりできれば、すばらしいことだと思いま

す。

ひとつだけ御質問があります。資料２の（１）➀－５の関係機関と

の連携の中で、医師会との話し合いとありますが、内容を教えてい

ただきたいと思います。

医師会との連携の中で、今後の特定健診や特定保健指導の実施率の

向上のために、どのような形にとったらよいかということを、特に

アンケートの実施や研修会の実施を行いたく、医師会に相談に伺い

ました。実際には来年度からということで、具体的に示せるもので

はありませんが、実施機関の生の声を反映していきたいと考えてお

ります。

協会けんぽも保健事業を実施していくにあたって、健診も重症化予

防も医師会経由で医療機関の方々、先生に協力をいただかないと

やっていけません。

協会けんぽも約２，０００件の医療機関に重症化予防のアンケート

を実施させていただいて、そこから急速に連携が進んでいます。

保険者だけではできることに限りがあり、医療機関、医師会、歯科
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議 事 の 経 過

発 言 者 議題・発言内容・決定事項

委員

委員

事務局

委員

事務局

医師会、薬剤師会としっかり連携して進めて行くことが効率的だと

考えておりますので、アンケート内容もしっかり検討して進めてい

ただきたいと思います。

レセプト点検強化のところで、業務委託とありますが、医療費適正

化等について、レセプト点検以外で業務委託されているものがある

のか、また、レセプト点検強化について、費用はどのくらいかかっ

ているのか教えていただきたい。

まず、レセプト点検について、費用がどれくらいかかっているかに

ついてですが、こちらはレセプト１件当たりの単価契約になってお

りまして、１年間実施したらということですと、今年度は約３００

万円くらいになります。

また、他に業務委託しているものがあるかということですが、（１）

③－２の療養費支給の適正化のところに記載がある、柔道整復療養

費につきまして、内容点検を昨年まで年間２回だったものを３回に

増やして業務委託により実施しております。

⑸ 平成３０年度第２期データヘルス計画の進捗状況について

○事務局から資料に基づき説明

○質疑

資料３の啓発の３のところで、未受診者へタイプ別受診勧奨の部分

で、実施量が１０，０００件、実施見込が電話１８，２９２件、通

知１８，０００件という数をやっており、他の啓発についてもかな

り一生懸命やっていると思います。

一方で、受診率は１２月現在の比較で、１．４％減の２２％で、上

がっていないということで、この点についてはいかがお考えですか。

勧奨はがきを１８，０００通を出したときには、かなりの問合せが

ありました。通知には、特定健診は受けないが、定期的に医療機関

に受診している方や職場の健診、個人で受けた人間ドック等の結果

を健診の代りとして情報提供していただく依頼の内容も含まれてお

り、実際、結果を提出いただいております。

特定健診は１月に終了しておりますが、医療機関から連合会をとお

して請求があり、市で情報がまとまるのは今年の９月くらいになっ
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議 事 の 経 過

発 言 者 議題・発言内容・決定事項

事務局

委員

委員

事務局

てしまいます。

今年度、感触としては、かなり周知できていると思いますので、次

の運営協議会では良い報告ができれば良いと考えております。

データヘルス計画では、特定健診の受診率は平成３０年度４２％、

平成３１年度４４％、平成３２年度４６％と２％ずつ上げていく計

画です。

バスにポスターを掲示したり、いろいろなことをやっております

が、受診者の多い世代の被保険者が減少している関係で、受診者を

増やしても率が下がってしまうという状況もあります。

２２％という数字は平成３０年１２月の数値ですので、実際、最終

的な数字は４２％に近い数値が出ると考えております。今年度が極

端に少ないということではありません。

これからも特定健康診査等は委員の皆様に御協力いただいて、強力

に進めてまいりたいと思いますので、御意見等をいただけたら、あ

りがたいと考えております。

いろいろやっていただいていることは評価していますので、継続し

てやっていただきたいと思います。

５ 報 告

⑴ 国民健康保険税条例改正の結果について

○事務局から資料に基づき説明

○質疑

赤字削減の見込額が約３億１千万円とありますが先ほどの来年度

予算案の中で、繰入金の削減額の説明がありましたが、平成３０年

度に比べて約１億７千万円の減額となっており、この辺りの御説明

をお願いします。

平成３１年度につきまして、御説明のとおり、約３億１千７００万

円の赤字削減ということで、税収と繰入金の増ということで、合わ

せてこの額の増額を見込んでおります。

国民健康保険の現在の収支は総額では歳出も歳入も減額になって

おりまして、歳出の減額よりも歳入の減額の方が大きくなっている
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議 事 の 経 過

発 言 者 議題・発言内容・決定事項

事務局

委員

事務局

というのが現状です。

このままいくと、収支はここ数年に悪化していくことが見込まれ、

赤字削減を見込まない予算編成をした場合、赤字繰入が相当額増え

ていくということになります。

今回は赤字削減の見込額を算定したことで、一定程度収支の悪化

を食い止めているということで、赤字削減額が全額収支の改善につ

ながっているわけではなく、収支悪化分を減らすことができたとい

うのが現状です。

被保険者数が減少して収入も減り、それに対し医療費は高齢化が進

むことにより上昇傾向にあるということは分りました。

ただ、赤字解消計画の中で１１億円という削減目標をたて、２年目

になった中で、今の説明のようなことがあるとすると、仮に目標を

達成したとしても、今後の国保財政運営は、かなり厳しい状況だと

感じられます。

今後、必要ならば削減の見直しも必要になるかもしれないので、

その辺は良く見ていきたいと思います。

委員さんの御指摘どおりでございまして、この赤字解消・削減計画

を第１期だとすると、この期間が終わりましたら、第２期の計画を

立てないと、国民健康保険の収支は改善することはないというよう

な認識をもっております。

国も３，４００億円という国費を投入したのだから、国保の収支改

善のために赤字解消せよといっております。その部分も当然やって

いかなければならないということで、税収が上がったとしても、国

民健康保険は毎年５，０００人規模で被保険者が減っております。

被用者保険拡大で、働いている方が被用者保険にいってしまい、一

人あたりの医療費が高い方が残ってしまい、改善しないままですと、

どんどん赤字が増えてしまい、その他繰入が増えてしまいます。

税率改定につきましても、３回目くらいでやっと収支上の効果が見

えてくるのではないかと思っています。

それでも１７億円の赤字をすべて解消することはできないという

のは、現実に皆様にもお伝えしたいことでございます。

このため、この計画を粛々と実行させていただいたうえで、定期的

に中間報告にて、このままで良いのか、皆様に御議論していただい

て、次期計画についても、いずれ御協議いただかないといけないと

考えております。

引続き、赤字解消につきましては、税率だけでなく、他の効果を最
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議 事 の 経 過

発 言 者 議題・発言内容・決定事項

事務局

委員

事務局

大限に生かすことを考えて、保険税に頼ることに限らず、いろいろ

やっていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

⑵ 平成３１年度税制改正について

○事務局から資料に基づき説明

○質疑

なし

⑶ その他

○事務局から資料７に基づき平成３１年度運営協議会スケジュール

について説明

○質疑

スケジュールで３回実施となっていますが、その他に臨時の協議会

はありますか。

基本的には、臨時の開催は予定しておりません。

６ 閉会

○副会長から閉会の挨拶
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上記議事録の正当なることを証し、ここに署名する。

委 員

委 員


